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水
が
豊
か
な
豊て

島し
ま

瀬
戸
内
海
島
嶼
部
は
、
気
候
的
条
件
で
は

少
雨
、
地
質
的
条
件
で
は
保
水
性
の
低
い
花か

崗こ
う

岩
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
不
足

の
リ
ス
ク
が
高
い
地
理
的
環
境
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
小
豆
島
の
西
方
三
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
豊
島
（
土とのし
ょ
う
ち
ょ
う

庄
町
）
は
、渇
水

時
に
も
涸
れ
る
こ
と
な
く
湧
き
続
け
る
湧
水

「
唐か

ら

櫃と

の
清し

水み
ず

」
が
存
在
し
、さ
ら
に
古
来
よ

り
稲
作
が
盛
ん
で
、
水
を
多
く
消
費
す
る
棚

田
も
立
地
す
る
こ
と
か
ら
水
が
豊
か
な
島
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
用
水
と
し
て
湧
水
お

よ
び
井
戸
と
い
っ
た
地
下
水
を
日
常
的
に
利

用
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
水
環
境
と
人
々

の
営
み
、
す
な
わ
ち
「
水
文
化
」
が
築
き
上

げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

豊
か
と
さ
れ
る
豊
島
の
水
環
境
に
つ
い
て

は
、
過
去
に
詳
細
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
地
下
水
資
源
の
豊
か
さ
（
地
下
水
賦
存

量
）
や
季
節
変
動
を
数
理
的
に
示
し
た
研
究

資
料
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
豊
島
の
湧

水
や
井
戸
は
、
一
九
五
五
年
以
降
、
段
階
的

に
水
道
事
業
が
導
入
、
普
及
し
た
こ
と
に
よ

り
利
用
機
会
が
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
井
戸
に
つ
い
て
は
、
郷
土
史
料
に
共
用

井
戸
の
名
称
な
ど
断
片
的
な
記
載
が
あ
る
も

の
の
、
調
査
や
ア
ー
カ
イ
ブ
の
蓄
積
は
ほ
ぼ

無
い
に
等
し
い
状
態
で
す
。

地
元
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た

現
地
調
査

井
戸
は
水
を
得
る
た
め
の
単
な
る
道
具
で

は
な
く
、
地
下
水
環
境
や
地
形
、
地
質
と
い

っ
た
自
然
環
境
と
関
係
す
る
ほ
か
、
人
々
の

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業　
令
和
4
年
度
事
例
報
告
③

5km

豊島
直島

小豆島

高松

宇野

岡山

宝伝

唐櫃

環
境
人
文
学
・
水
文
学
を
組
み
合
わ
せ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

豊
島
の
水
環
境
と
人
々
と
の
営
み
を
探
る
：
特
に
「
井
戸
」に
焦
点
を
当
て
て

事
業
名

井
戸
と
水
か
ら
、島
の
暮
ら
し
を
探
究
す
る

�

香
川
大
学
協
力
研
究
員　

八
塚�

正
剛
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水
利
用
、
水
神
信
仰
、
工
法
や
井
戸
の
材
質

に
関
連
す
る
石
材
業
な
ど
、
人
間
社
会
と
も

結
び
つ
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
井
戸
に
着

目
す
る
こ
と
で
、
水
文
化
に
つ
い
て
包
括
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
分

布
や
正
確
な
数
、
属
性
、
井
戸
を
掘
る
工
法

や
水
道
普
及
後
か
ら
現
在
に
至
る
利
用
状
況

の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
豊
島
の

水
環
境
、
水
文
化
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要

な
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
豊
島
に
お
け
る
水
環
境
と

水
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

人
文
系
の
視
座
か
ら
①
井
戸
の
具
体
的
な
数
、

分
布
や
属
性
、
工
法
、
立
地
特
性
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
、
②
生
活
者
と
し
て
身
近
に
井

戸
に
接
し
、
利
用
し
て
き
た
住
民
の
「
生
活

知
」（
日
常
的
な
生
活
で
得
ら
れ
た
経
験
的
・
主
観

的
な
知
識
）
を
収
集
し
、人
の
水
利
用
の
側
面

か
ら
地
下
水
環
境
に
迫
る
こ
と
、
水す

い

文も
ん

学
の

視
座
か
ら
③
水
質
や
水
位
な
ど
の
地
下
水
環

境
の
特
性
、
ま
た
季
節
変
動
を
数
理
的
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
の
三
点
を
研
究
課
題
と
し

て
設
定
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
本
事
業
の
実

施
期
間（
二
〇
二
二
年
四
月
～
二
三
年
二
月
末
）に

計
六
回
豊
島
を
訪
れ
、
研
究
課
題
①
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
井
戸
の
位
置
情
報
や
工
法

の
確
認
な
ど
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
調
査
と
合
わ
せ
、
研
究
課
題
②

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
豊
島
の
住
民
の

方
々
二
一
名
に
協
力
い
た
だ
き
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
研
究
課
題
③
に

つ
い
て
は
、
現
地
調
査
を
並
行
し
て
一
部
の

井
戸
に
お
い
て
地
下
水
位
を
計
測
し
た
ほ
か
、

井
戸
水
を
採
水
し
、
水
温
、
pH
、
電
気
伝
導

度
の
水
文
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
、
湧
水
、
井
戸
、
棚
田
が
立
地
す
る
豊
島

東
部
の
唐
櫃
地
区
に
お
い
て
、
山
間
部
（
唐

櫃
岡
地
区
・
標
高
一
四
五
メ
ー
ト
ル
）
と
沿
岸
部

（
唐
櫃
浜
地
区・同
三
メ
ー
ト
ル
）
の
井
戸
各
一
基

を
「
観
測
井
」
と
し
て
設
定
し
、
そ
こ
を
管

理
す
る
住
民
の
許
可
を
得
た
う
え
で
、
水
圧

式
水
位
計
を
設
置
し
、
地
下
水
位
と
地
下
水

温
の
定
点
観
測
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
事
業
を
進
め
る
上
で
特
に
苦
労
し

た
の
は
、
研
究
の
趣
旨
を
共
有
し
た
う
え
で
、

過
去
に
実
際
に
井
戸
を
利
用
し
て
き
た
地
元

住
民
と
の
関
係
を
構
築
し
、
調
査
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
で
し
た
。
特
に
本
事
業
の
開
始
当

初
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
対
面
で
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
が
難
し
く
、
実
際
に
井
戸
を
利
用

し
、
井
戸
に
ま
つ
わ
る
記
憶
や
生
活
知
を
有

す
る
方
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
研
究
自
体

も
島
内
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
調
査
の
過
程
で
出
会
っ
た
地

元
、
唐
櫃
岡
水
利
組
合
の
方
々
に
は
特
に
多 地下水位と地下水温の定点観測を実施した

唐櫃岡地区の共用井戸。
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く
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
隣
の
井

戸
や
湧
水
な
ど
水
環
境
を
案
内
し
て
も
ら
い
、

有
益
な
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
ほ
か
、

二
二
年
八
月
と
一
二
月
に
は
、
近
隣
住
民
が

参
加
す
る
唐
櫃
の
清
水
の
清
掃
活
動
を
紹
介

い
た
だ
き
、
清
掃
の
傍
ら
地
域
住
民
と
の
関

係
を
構
築
し
、
調
査
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
調
査
の
途
中
に
近
隣
住
民
の

方
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
見
ず
知
ら
ず

の
関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
ご
自
宅
の
井
戸
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
お
話
を
伺
う
機
会
が
何

度
も
あ
り
ま
し
た
。

島
の
水
文
化
の
一
端
が
明
ら
か
に

今
回
の
事
業
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た

知
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
研
究
課
題
①
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
多
く
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

現
地
調
査
に
よ
り
豊
島
の
全
世
帯
数
の
四
分

の
一
に
あ
た
る
約
一
〇
〇
基
の
井
戸
を
確
認

し
、
そ
の
大
半
は
各
家
庭
の
敷

地
内
に
設
置
さ
れ
た
家
庭
用
井

戸
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

井
戸
の
工
法
に
着
目
す
る
と
、

地
上
よ
り
井
戸
の
底
ま
で
井
筒

を
積
み
上
げ
た
「
側が

わ

付
き
井

戸
」、も
し
く
は
石
垣
を
組
ん
で

側
面
を
固
め
た「
石
積
み
井
戸
」

の
二
通
り
の
工
法
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
そ
の
分
布
を
見
る
と
、
側
付
き
井

戸
は
低
地
で
砂
層
が
中
心
の
沿
岸
部
、
石
積

み
井
戸
は
山
間
部
と
立
地
に
特
性
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
砂
層
で
脆
弱
な
地
質
の

場
合
、
内
壁
が
崩
落
し
に
く
い
側
付
き
井
戸
、

一
方
、
井
戸
に
用
い
る
石
材
が
容
易
に
入
手

で
き
る
地
域
で
は
石
積
み
井
戸
の
工
法
が
採

ら
れ
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

研
究
課
題
②
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
に
よ
り
、
渇
水
時
以
外
で
も
旧
正
月
の

時
期
に
は
各
家
庭
が
餅
を
つ
く
た
め
使
用
量

が
増
え
、水
位
が
下
が
る
と
い
う
経
験
則
、井

戸
水
位
が
低
下
し
た
際
に
は
水
位
が
上
昇
す

る
ま
で
井
戸
を
休
ま
せ
る
と
い
う
井
戸
利
用

に
関
す
る
住
民
の
生
活
知
を
収
集
し
ま
し
た
。

こ
の
生
活
知
か
ら
、
井
戸
か
ら
揚
水
し
て
も

数
日
間
で
水
位
が
回
復
す
る
ほ
ど
地
下
水
の

流
動
量
が
大
き
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

研
究
課
題
③
に
つ
い
て
は
、
確
認
し
た
井

戸
は
深
い
も
の
で
も
井
戸
底
ま
で
一
〇
メ
ー

ト
ル
未
満
で
、
地
表
面
付
近
の
帯
水
層
を
流

れ
る
地
下
水
を
揚
水
す
る
浅
井
戸
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
観
測
井
の
定
点
観
測
よ
り
、
沿

岸
部
と
山
間
部
で
地
下
水
位
の
変
動
特
性
が

異
な
り
、
山
間
部
の
方
が
地
下
水
の
流
動
量

が
多
く
、
降
雨
に
対
し
よ
り
鋭
敏
に
反
応
す

井戸の内部構造。上が石積み井戸で下
が側付き井戸。
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事務局より

	
　当助成事業では「研究助成型」の
枠組みを設けております。離島のもつ
学術的価値の収集や、ジャンルを問
わず島をフィールドにした研究者を育
成・掘り起こす目的で、研究機関所
属の有無を問わず研究者個人に上限
100万円を実費助成します。八塚氏の
当研究は、豊島における地下水の数
的分析と井戸の利用にまつわる生活
文化について、自然科学と社会学の
両面から調査・分析している点でとて
も興味深いです。住民へのヒアリング
を通じてコミュニティに関する理解を
深めるなど、地域の方 と々協力関係を
築き調査を進めた手腕も高く評価さ
れるのではないでしょうか。
　事業報告として、詳細データや学
会発表資料、論文が提出されており、
大変読みごたえのあるものでした。こ
の新規性の高いアウトプットが広く周
知されたことをとても嬉しく思います。
離島での水利用や瀬戸内海地域で
の水文学に関して、大いに参考になる
研究結果と言えるでしょう。八塚氏の、
今後の研究発展にも期待しています。

八塚	正剛	（やつづか	まさたか）
湧水「うちぬき」で知られる愛媛県西条市生まれ。香川
大学教育学部に在学中、講義で豊島を訪れ、豊島の水
環境に興味を抱き研究をはじめる。2023年3月同大学院
工学研究科を修了後、現在は香川大学協力研究員とし
て豊島での研究活動を続けている。

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
明
ら
か
に
し
た
内
容
は
、
い
ず
れ
も

既
往
研
究
で
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
規
性

が
あ
り
、
豊
島
の
水
環
境
、
そ
し
て
水
文
化

を
理
解
し
、
今
後
の
持
続
的
な
水
利
用
を
考

え
る
上
で
も
重
要
な
知
見
で
す
。

ま
た
、
豊
島
へ
の
水
道
導
入
か
ら
六
〇
年

以
上
経
過
し
、
島
内
の
水
道
普
及
率
が
ほ
ぼ

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
現
在
で
も
、

実
際
に
井
戸
を
利
用
し
、
井
戸
に
ま
つ
わ
る

記
憶
や
生
活
知
を
有
す
る
方
々
が
一
定
数
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
高
齢
世
代
で
あ
り
、
移

住
者
を
は
じ
め
島
内
の
若
い
世
代
に
ど
の
よ

う
に
継
承
し
、
伝
統
的
な
水
文
化
を
保
存
し

て
い
く
か
が
課
題
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
島

内
の
井
戸
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
香
川
大
学

水
工
学
・
大
気
環
境
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
［
※
］
で
公
開
し
て
い
る
も
の
の
、
得
ら

れ
た
情
報
を
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
保
存
、

活
用
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
の
か
、
住
民

の
方
々
の
声
を
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

※香川大学水工学・大気環境研究
室のホームページ

い
る
状
況
で
す
。

今
回
、
事
業
を
進
め
て
き
た
も
の
の
、
研

究
内
容
、成
果
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
、ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
私
自
身
は
二
〇
二
三

年
三
月
に
大
学
院
を
修
了
し
、
社
会
人
と
な

り
ま
し
た
が
、
現
在
も
香
川
大
学
の
協
力
研

究
員
の
立
場
か
ら
豊
島
を
訪
問
し
、
観
測
井

の
定
点
観
測
を
含
め
、
研
究
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
島
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
が
途
絶
え
る
こ
と
の
無
い
よ
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。


